
岐阜県教育委員会

平成２５年２月１日

岐阜県立高等学校管理規
則の改正

↓

学校関係者評価の公表の
義務化

（学校教育法施行規則では
努力義務）



岐阜県教育ビジョンの
策定（平成20年度）

地域に根ざし地域の特色を生かし
た活力ある学校づくりをめざす

・学校マネジメントの向上
・開かれた学校づくり

を県民に提示

学校評価（自己評価）の実施、公表

学校関係者評価の実施、公表

県教育委員会への報告

• 平成２０年度からいずれも１００％

学校評価の内容の充実が求められる



研究指定校の実践



研究指定校の実践
①自己評価における実践例
・課題解決に向けての具体策を考えるために
②アンケートに関する実践例
・アンケートの結果を、自己評価の材料として適切に
活用するために
③学校関係者評価に関する実践例
・学校関係者評価を学校改善につなげるために
学校関係者評価委員のメンバー構成
実施時期
進行の工夫

「評価」とは、物事の価値を「ことば」で表すこと、
「言葉」で表現することにより、いたずらな徒労感
や不安感を払拭することができる

できないことをできるようにするより、今できている
ことをもっとできるようにする方が容易で、達成感
が大きい

全職員で学校の「いいとこ」探し・伸ばし



・グループ編成
５～６名 教科・分掌・年齢をばらばらに分ける
研修方法
１ 生徒、職員、保護者、地域のよいところを色分けした付箋に
記入
２ 共通した題目になるものを分類
３ どんなことに取り組めば、本校のもっと「いいとこ」が発展す
るのかを付箋紙で色分けして記入
４ 難易度・効果シートにより分類
（後日）
５ 研究推進委員会で実行対策シート作成
６ ビジョン展開シートの作成

教科・分掌・学年・年齢がばらばらな５～６人の
グループ




